










   
 















した。本報告書はその第 24 巻になります。 
 県北西部に位置する高岡市については、これまで第 12 巻『高岡市の井戸水文化』と




2014 年夏まで 10 回ほど通い、9 月には現地で一週間の泊まり込みの合宿を行って調査
を進めてきました。そして秋からその成果を執筆し、本報告書にまとめてきました。 
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1-1.  高岡市の自然と地形 
 高岡市は富山県西部に位置し、県下第二の市である（図 1）。北側に隣接する氷見市
との境から福岡地区にかけて山々が連なり、二上山を中心に二上山丘陵と西山丘陵には















       図 2. 高岡市の気温および降水量のグラフ 
（http://www2m.biglobe.ne.jp/ZenTech/world/kion/Japan/Fushiki_Takaoka.htm より） 




して栄えていた。そのため、天平 18 年（746 年）に国司として大伴家持が赴任した。






岡の町を開いた慶長 14 年（1609 年）より、近世高岡の文化が始まることとなる。当時
は、5000 人にも満たない人々で町が構成されており、高岡城の周囲や南の台地に、侍
屋敷が配置されていた。 

























 明治時代には、高岡の市域は何度か変化していった。明治 2 年（1869 年）藩籍奉還
が行われ、高岡は金沢藩に属することとなる。明治 4 年（1871 年）には廃藩置県が行
われ、金沢藩は金沢県へと変わった。また、明治 16 年（1883 年）に『明治 16 年太政
官布告第 15 号 富山佐賀宮崎三縣設置』により、旧越中国一円（礪波郡・射水郡・婦負
郡・新川郡）を富山県として設置し、高岡は富山県に属することとなる。その 6 年後の




昭和 41 年（1966 年）2 月には、現在高岡市の南部に位置する戸出町、中田町を編入合









 高岡市の平成 26 年（2014 年）の人口は 171,629 人(外国人は含まれない)である。1920
年から 2010 年までの高岡市の人口推移を、以下の図に示した。第一次ベビーブームが










 次に、高岡市における 2012 年 12 月 31 日現在の年齢別人口の割合を、図 4 に示した。






 高岡市の産業別就業人口の割合を図 5 で示したが、第 2 次産業と第 3 次産業の割合
が全体の 98％を占めている。第 1 次産業の就業人口は 531 人、第 2 次産業は 28505 人、
第 3 次産業は 65304 人となっている。これを見ると、第 3 次産業に従事する人が 6 割
以上を占めていることが分かる。第 3 次産業の中でも、卸売業・小売業に従事する人が

































































図 3. 高岡市人口の推移（ウェブサイト「人口・面積・人口密度」を参考に作成） 
図 4. 2012 年の高岡市年齢別人口割合（高岡市ホームページより作成） 
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業のうちの約 4 割を占めている。 
 
図 5. 高岡市の産業別就業人口の割合 
（高岡市 HP『高岡市統計書平成 25 年度版』をもとに作成） 
 




 高岡市では、年間を通じて様々な行事が行われている。次の表 1 では、代表的なもの
をいくつか挙げた。 
 
表 1. 高岡市の年中行事・祭り・イベント 
1 月 射水神社左義長、日本海高岡なべ祭り、勝興寺御満座法要 
2 月  
3 月  
4 月 気多神社春季例大祭(にらみ獅子)、二上射水神社築山行事 
5 月 高岡御車山祭、伏木曳山祭り(けんか山) 
6 月 国泰寺開山忌、御印祭 
7 月 戸出七夕まつり 
8 月 高岡七夕まつり、伏木港まつり 
9 月 前田利長公顕彰祭、中田かかし祭、高岡大仏まつり、福岡町つくりもんまつ
り 
10 月 高岡万葉まつり 
11 月 庄川鮭まつり 














 気多神社の春祭りは、毎年 4 月 18 日に行われる。神様が越中の国を巡るという意味
を持つ「御神幸の儀」、その後に獅子が邪気をはらいながら、みこしを先導して境内を
二周半周り、みこしが終わると「にらみ獅子」の舞が行われる。 
5 月の高岡御車山は、毎年 5 月 1 日に行われる。前日 4 月 30 日には宵祭がある。5
月 1 日には、７基の御車山が決まった順路に従って、町の中を巡行する。高岡市民はじ
め、多くの観光客が訪れている。昭和 35 年（1960 年）に重要民俗資料に指定されてお
り、昭和 42 年（1967 年）には、富山指定有形文化財（工芸）に指定されている。 









としては日本海側でも有名なもののひとつである。6 メートルから 20 メートルの高さ






















福岡町は、平成 17 年（2005 年）に高岡市と合併した町で、富山県北西部の石川県と

















が見つかっている。約 1～2 万年も前から福岡の地では人が暮らしていたことが分かる。 









昭和 15 年（1940 年）から昭和 29 年（1954 年）にかけて町村合併が行われ、福岡
町、山王村、大滝村、西五位村、五位山村、赤丸村が合併し、現在の福岡町に至る。 
 その後、平成 16 年（2004 年）に「高岡市・福岡町合併協議会」が発足される。そし




 平成 26 年（2014 年）11 月末の時点で、高岡市の人口 175,807 人のうち旧福岡町の
人口は 13,106 人となっている（図 7）。 




 人口は平成７年（1995 年）に 13,220 人、平成 12 年（2000 年）に 13,498 人、平成
17 年（2005 年）に 13,544 人、平成 22 年（2010 年）に 13,150 人とほぼ横ばいに推移
している。一方、世帯数は平成７年（1995 年）に 3,426 世帯、平成 12 年（2000 年）









                                                   
1用水路や農道などを整備するために町民から集める税。 
図 7. 福岡町の人口推移 
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 大正 6 年（1917 年）、上向田地区で鶏の人工孵化の成功を皮切りに、福岡町では養鶏
が盛んになった。昭和に入ると、よく卵を生む鶏を作り出す研究が始まり、昭和 5 年




ったが、伊勢養鶏園は昭和 33 年（1958 年）に年間 365 個の産卵世界新記録を作った。 
 慶応 2 年（1866 年）に矢部の茂古沼太郎吉が大和郡山から大鯉数十尾を買い入れ、
福岡の豊富な水資源を利用して、養鯉の増殖を始めた。大正の初期頃には収益や規模が
拡大した。戦争とともに養鯉を営む家は減っていったが、昭和 22 年（1947 年）ごろか
ら矢部を中心に復興しはじめた。その後、高松宮殿下の視察もあり、再び大きく発展し
始めた。食用の鯉の出荷はすべて富山県内であるが、近年国民生活の向上とともに鑑賞




 福岡町の年間行事では、まず 4 月中旬に岸渡川沿いで福岡さくらまつりが開催される。
岸渡川舟くだりや能楽公演、屋台村やフリーマーケットなどさまざま催しが行われてい
る。この他にも、特設ステージを設け、雅楽の舞楽公演も行われる。また、夜には岸渡


































 小野は富山県高岡市福岡町の中心部から北西約 6 キロメートルに位置する山間集落
である。小野の人口は、平成 26 年 4 月 1 日の時点で、135 人、世帯数は 47 世帯で構
成されている。高齢者人口は 61 人で、高齢化率は 45.5%となっている。面積は約 500
㎢とされている。 
 







4 月中旬 福岡さくらまつり 
7 月下旬 ふくおか七夕納涼祭 
8 月上旬 リバーサイドフェスタ 
9 月 23 日、24 日 つくりもんまつり 
11 月上旬 ふくおか産業フェスティバル 
3 月上旬 ふくおかひなまつり 




西明寺の 5 集落からなる。 
 
 

























 昭和 29 年（1954 年）9 月 10 日より、加越能鉄道株式会社の運営によって五位山線
循環バスの運行が始められたが、昭和 53 年（1978 年）4 月 30 日の最終バスを最後に
廃止された。昭和 53 年（1978 年）5 月 1 日から、町営バス並びに中学生用スクールバ
スの運行が始まった。平成 17 年（2005 年）に福岡町が高岡市と合併すると、高岡市公
営バスが設置され、運行は福新交通に委託された。 




ている）に拡淵小学校が開設され、明治 27 年（1894 年）に、小淵・拡淵両校を併せて
















養蚕体制が整備されたが、昭和 12 年（1937 年）、日中戦争の開戦によって国際情勢が











 また明治 20 年前後には近隣の三日市獅子方連中を招き、獅子舞を教わったとされる。
獅子舞については 4 章で詳しく記述する。 
 8 月 10 日には孟蘭盆会という盆踊りが西照寺の境内において行われていた。大正に





 他にも、12 月 9 日に山仕事を休み、道具にお供え物をする山祭りや、7 月 7 日の地
蔵祭りなどがあったが、現在ではほとんど行われていない。この地蔵祭りに関して、ま










（http://takaoka.zening.info/fukuoka/index.htm；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
「けんかやま 伏木曳山祭」 
（http://www.kenkayama.jp/；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
「高岡開町 400 年記念事業公式ホームページ」 
（http://www.takaoka400th.com/index.php；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
「高岡市公式ホームページ』 
（http://www.city.takaoka.toyama.jp/kanko/bunka/shisetsu/index.html；2015 年 1 月 19
日閲覧) 
「高岡市・福岡町合併協議会」 
（http://www.city.takaoka.toyama.jp/somu/0301/gappei/index.html；2015 年 1 月 19 日閲
覧） 
「高岡市立博物館」 
（http://www.e-tmm.info/jyousetu.html；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
「ほっとホット高岡」 
（http://www.city.takaoka.toyama.jp/index.html；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
「旅行のとも、ZenTech」 
（http://www2m.biglobe.ne.jp/ZenTech/；2015 年 1 月 19 日閲覧） 
特定非営利活動法人日本地域福祉研究所「過疎化進行する中山間地におけるソーシャル
ワークによる支援の今後支援を探る」 



















































年、2014 年は共に全部で 42 の作品が出展された（表 1）。町の各所にある作品を人々
は歩いて見て回る（図 1）。天気に多少左右されることもあるが、毎年 23 日が祝日であ
ることもあり、例年 10 万人以上の来客数を誇っている。2014 年は 23 日に祝日と晴天






表 1. 2014 年のつくりもん作品名と参加団体一覧 
 
























































































































表 2. つくりもんコンテストの評価基準           
素朴性 100 点 
全般的構成の魅力効果 30 点 
材料技術の評価 30 点 
製作努力の評価 30 点 











     






は橋上町や旭町など地域の自治会で、2014 年は 42 作品中 25 作品が自治会によるもの
であった（表 1 参照）。10 年前の 2004 年も同様に、43 作品中 26 作品が自治会のもの
で、全体の約 6 割を占めていた。次いで北陸銀行や高岡信用金庫などの企業、福岡高校

















前出の写真 3 にあるポスターに載っているのは、2013 年に末広会が出展した作品であ
る。高さ 5～6m にも及ぶ大型作品を出展しているのはこの末広会のみであり、人々の
大きな話題を呼んでいる。 
末広会は現在 17 人程からなっており、若者の会といっても年齢層は 20 代前半から

































作品制作の期間は本番までのおよそ 1 か月間で、毎年 8 月 20 日頃から始める。しか

























































        






       














        
     写真 7. サツマイモ皮の実験（一番左が油で揚げたもの） 
 
  





写真 10. 完成した「末広藤娘」 
 
 大型作品を制作していると、やはり 3 体を組み立てて上に乗せる瞬間に毎年感動させ
られると中島さんは言う。2014 年の作品は素人目から見ても傑作中の傑作である（写
真 10）。祭り中はこの巨大な美しい娘を、人々が見上げながら賑やかに鑑賞していた。
そして 2014 年も優勝を果たし 17 年連続の最高賞獲得となった。また、来場者人気投






























































































         
       写真 11. 「キティー＆ライティー」（2014 年） 
























つりに重点を置いて活動している。調査では、2013 年度の 3 年主任であった岡田由起


























（2）2013 年の作品テーマ「ハッピーで広がる えがおの輪」  
2013 年は、富士山が世界遺産に登録されたことやイギリスのウィリアム王子に第一
子が誕生したことなどを踏まえて「ハッピーで広がる えがおの輪」というテーマで制













また、4 年生一クラス分の 35 人にアンケートに協力してもらい、より多くの児童に
つくりもんまつりについての思いを尋ねることができた。つくりもんを作ることは楽し
いか、という質問では、35 人中 33 人が「はい」と答えた。その理由は様々だったが、














見てもらうこと】を挙げた児童も 6 人いた。それに対して、「いいえ」と答えた 2 人は、
「作っても手が取れたりしてしまう」、「もっと大きいものを作りたかった」と制作面で
不満を持っていることがわかった。 












「かがやけ 3 年生！Sunshine－新しいグラウンドうれしいな－」 









写真 13. 体育館でのつくりもん制作     写真 14. つくりもんの材料 
 



































     

















     














       










































     


















       
写真 23. カボチャの甲羅を背負ったかめ 写真 24. カンピョウでカゴ作り 
 
   
     写真 25. 完成した「うさぎとふく福かめ」（2014 年） 
 
3-5. つくりもん制作のまとめ 
























































































       





























          























































ある。祭り当日屋台に出向くと、1 個 100 円で売られており、中身の味はあんこ・カス


















































写真 31-32. 初めてのつくりもん制作に苦戦する京都文教大学の学生 
 
 長い間つくりもんまつりに参加してきた鵜飼先生は、つくりもんまつりに対して鋭い









































































































































岩崎照栄、島倉英彦 1999 年 『福岡町鳥倉村の物語』 岩崎照栄 
鵜飼正樹編 2002 年『つくりもんまつり 2』 京都文教大学人間学部文化人類学科 
同上 2003 年 『つくりもんまつり 3』 同上 
同上 2005 年 『つくりもんまつり 4』 同上 
北日本新聞 「中島町と末広町最高賞」 2014 年 9 月 25 日付朝刊 28 面 
笹原亮二、西岡陽子、福原敏男 2014 年 『ハレのかたち－造り物の歴史と民俗－』 
岩田書院 



















ろ盾なしで 100 年以上もの間、雅楽を継承し続けている民間雅楽団体が 2 つあること

























































































































   
 
大正 9 年（1920 年）には 5～6 名が新たに入会し、同 11 年（1922 年）にはさらに 6
名が洋遊会に加わった。また大正の末期から昭和の初期にかけて新たに 6 名が加入し、
洋遊会は会員の若返りと再興に至った。 
                                                   
2お経に雅楽を合わせること 
写真 1. 明治天皇御巡幸の際の標旗 
 



























そんな洋遊会も存続の危機を迎えることとなる。昭和 40 年（1956 年）頃から主要な
会員が相次いで亡くなり、洋遊会は徐々に衰退していった。とりわけ、洋遊会の舞楽演
目の一つである「蘭陵王」（以下、陵王）の舞人が亡くなり、後を継ぐ者もいなかった





写真 3. 川島氏作成の楽譜 
53 
 








そのため、昭和 63 年（1988 年）にこれまでの事実上の世襲制を改めるべく、広く会
員を募る旨の広告を北日本新聞に掲載した。また、町在住の福岡中学校吹奏楽部OBに





























                                                   

























 平成 12 年（2000 年）にはイギリスで雅楽公演が行われた。それぞれハル市、ヨーク










現在、洋遊会には約 40 名が会員として所属している。男女比は 7：3 で男性の方が
多い。また、主に演奏会等に出向くのはそのうちの 20 名ほどであり、50 代から 60 代







































                                                   































写真 4. 笙 写真 5. 篳篥 
写真 6. 箏 
写真 7. 龍笛（左） 
写真 8. 琵琶 












以下では筆者が見学した合奏練習の様子（2014 年 6 月 5 日、26 日、7 月 17 日の計 3
回）についてまとめる。 
 練習は 19 時 30 分から約 2 時間行われている。しかし、練習に参加する会員の多く
は仕事が終わってからの参加となるため、全員が揃うのは 20 時頃となった。50～60
代の方が中心とだったが、30 代や 40 代の会員も何名か見受けられた。 




練習が終わると 30 代や 40 代の会員が率先して太鼓等の重い楽器の片づけに取り掛か
っていた。 
6 月 26 日の練習では演奏会を間近に控えていたために、5 日の時より緊張感のある













7 月 17 日の練習は演奏会が終わった後の練習であったため、これまで見学した練習
の中で参加人数が一番少なかった。毎回、演奏会後の練習は参加人数が少ないそうで、





 洋遊会では年に 3 回、宮内庁の楽師の方が訪問し、直接指導を受ける機会がある。こ
れは平成 4 年（1992 年）から続いており、2014 年度は 5 月と 7 月に行われた。本来な















































































































































写真 18. 雅楽の館（内装 1） 写真 19. 雅楽の館（内装 2） 























特別展示期間中の 8 月 3 日（日）には、夏の雅楽演奏会が催された。演奏会が終わっ
た後に展示を見ている人がいると、会員の方が丁寧に展示物の説明をしていた。また、
このときから常設展示に簡単な解説文が新たに添えられていた。 
また、9 月 23 日（火）からは、つくりもんまつりの際に行われる秋の雅楽演奏会に
合わせて、洋遊会の舞楽の成り立ちついての特別展示が行われた。この時は、明治天皇
























て、改善に乗り出した平成 21 年（2009 年）から 3 年間の間に、来館者数は約













































（2005 年）に行われ、約 1 年の修習を経てのお披露目となった。その後、迦陵頻は洋
遊会の舞楽演目として取り入れられるようになり、平成 19 年（2007 年）10 月 28 日に



































ない。昭和 40 年代後半から 50 年代前半にも、中学校のクラブ活動として生徒へ舞楽
を教授する試みを行われていたことがあった。自営業を営んでいた当時の会員、滝田勇
治さんが中心となって指導した。洋遊会の会員には、当時、このクラブ活動に参加して









































































 秋の演奏会は 9 月 23 日（火）の午後 3 時からと午後 5 時からの 2 回行われた。この





















廃仏毀釈により開催が中断された。その後、平成 8 年（1996 年）の国民文化祭とやまにお
いて 130 年ぶりに復活し、以後、不定期に開催された。平成 23 年（2011 年）から 3 年ご
とに行われることになった。 














午後 5 時からの演奏会は 3 時からの部に比べると、多少人が少なかった（写真 27）。




















北海道から来た 40 代の女性 2 人と 50 代男性は、以前も雅楽の館に来たことがある
写真 24-25. 布橋灌頂会で演奏する洋遊会 









































































































































一篇では昭和 39 年（1964 年）から平成 23 年（2011 年）までの洋遊会の歴史につい
て取りまとめており、第二編では昭和 40 年（1965 年）に発行された『雅楽百年の歩み』









甲斐もあり、第 11 回国民文化祭とやま’96 が行われた平成 8 年（1996 年）頃から徐々
に復活の兆しを見せ始めた。そして、再び「北陸に洋遊会あり」と言われるほどまでに、
洋遊会はその活気を取り戻した。しかしながら、当時の会員の方々には発足 150 周年
























 『悠久の雅』の編纂には約 1 年の期間をかけた。編纂に関わった人数は寄稿者も含め


































の 2 日目に行われているが、1 日目にも簡単な演奏会を行い、これを新聞に取り上げて
もらうとともに、翌日のメインの雅楽公演の宣伝をしてもらうのはどうかと上野さんは
考えていると言う。2015 年から行うことが出来ればと話す。 
















写真 30. 洋遊会ホームページ 
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②慶長 13 年（1608 年）に伊勢国の大野源作が矢部村（現在の矢部地区）に移住し、伊
勢笠（野笠）の作り方を伝えた。以降、農村の女性達がこれを盛んに生産するようにな
った。 














 明治 12 年（1879 年）、福岡町では 235 人が用水路や農道等を管理するための税金
である町万雑
ちょうまんぞう








なり、福岡町の財政を潤した。江戸時代後期にあたる、天保 14 年（1843 年）の記録で
は 210 万枚、笠骨職人の木村昭二さん（87 歳）によると、昭和 28 年（1953 年）にも




























写真 1-2. 笠骨職人木村昭二さんの骨作りのようす 


















写真 3. 笠骨の部位名（イラスト・筆者） 
 








































写真 8. ヘルメット型の笠骨 
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木村さんの作る竹製笠骨の量は、平成 20 年（2008 年）10,633 枚分、平成 21 年（2009
年）7,610 枚分、平成 22 年（2010 年）7,263 枚分、平成 23 年（2011 年）6,890 枚分、
平成 24 年（2012 年）6,647 枚分、平成 25 年（2013 年）4,572 枚分（この年は、木村
さんが骨折してしまったため三ヶ月骨作り中断）、平成 26 年（2014 年）5,300 枚分（予
定）と年々減っている。笠の製作枚数は 60 年あまりの間に 200 万枚以上から 2～3 万
枚と、約 100 分の 1 になっている。また、竹製の笠骨職人は木村さんしかいないこと










さぼんこは嫁入り道具のひとつだった。                     
現在 3 代目で創業 120～130 年の岸野商店によると、以前は釣糸に似た笠縫い専用の
丈夫な糸を作る業者もいたということだが、現在は、笠縫い用の糸を作る人もいなくな
り、手芸用の木綿糸が使われている。それでも笠縫いを続けている 80～90 代の女性は
かさぼんこをずっと使っている人も多い。100 年ほど前は笠縫いをする人は 500 人ほど













ま（糸通し）の 6 種が入っている（写真 9-10）。 
 
 



































岸野商店によると、福岡町内の問屋は 1810 年には 11 軒、1865 年には 30～40 軒、


























 写真 11. 苗の抜き取り作業の様子（2014 年 9 月 30 日 鳥倉地区の試験田にて） 
 






 写真 12. 植え付け後のスゲ田（2014 年 10 月 5 日 福岡新地区の福岡小学校田にて） 
 
間引き（3 月下旬～5 月下旬） 
 雪解けから 5 月下旬にかけて、3～5 回に分けて苗を間引いていく。葉身元が広く、
虫に食われておらず、まっすぐに育った苗を残していく。 
 
刈り取り（7 月中旬～8 月中旬） 
 刈り取り後すぐに天日干しする必要があるので、梅雨明け後の晴天が続く時期に行う。
鎌を使い、一株ずつ、根元から約 10 センチメートルを残して刈り取っていく。約 1.2


















という点が決め手となり、平成 21 年（2009 年）3 月 11 日に、国の重要無形民俗文化

















平成 20 年（2008 年）に設立された。会長は現在唯一の笠骨職人である木村昭二さんで、
スゲの生産者、笠縫いをする人々、菅笠問屋 3 軒、ボランティア団体等で構成されてい
る。会員は平成 26 年（2014 年）現在約 250 名である。笠骨作り、笠縫い、問屋とし
86 
 




毎年 11 月に福岡町 U ホールで行われる福岡産業祭では、職人が笠縫いを実演するなど
のプロモーションを行っている。また、平成 25 年（2013 年）6 月 22 日に東京都の有
楽町・東京交通会館の富山県アンテナショップや平成 26 年（2014 年）7 月 4 日に東京
都荒川区で行なわれた「第 35 回あらかわの伝統技術展」では、笠骨職人と笠縫い職人
が作業を実演した。いずれも 2015 年 3 月の北陸新幹線開業に伴い、観光客への PR や
新規需要の開拓がねらいである。 


















この学校田を利用して、2015 年度から小学 4 年生が学習の一環としてスゲ栽培を行な
87 
 





 写真 15. 福岡新の学校田で行なわれた、スゲ苗植え作業。SUGET の方が植えた苗
をいつ刈り取るかを子どもたちに説明しているところ。この日は小学 2～4 年生 20 名

































3-2. スゲ生産組合  
 
団体の概要 
 2013 年 8 月 28 日、スゲ生産組合が発足した。菅笠製作技術保存会が発足して 8 年
がたったが、菅笠の生産枚数が一向に増えないことから設立された。個人や営農組合で









 2014 年 2 月 27 日に第一回総会が行なわれた。記念講演として伊勢から菅笠に詳しい
方を招いて笠の歴史などを話してもらった。式年遷宮の御笠用の材料を福岡から送った
ため、そのお礼に講演をひきうけてもらえたのだという。富山県庁のプレスリリースな

































3-3. ボランティア団体 SUGET 
 
団体の概要と取り組み 
 SUGET は 2013 年に福岡町の住民たちで結成されたボランティア団体で、保存会の
所有する試験田や学校田の日常的な管理を行っている。農作業は、富山大学のボランテ
























4-1. 笠骨職人  
 木村昭二さんは現在笠骨を作り続けて 61 年になるという福岡町内で唯一の笠骨職人
（骨さし）である。2008 年の第 26 回富山風雪賞（北日本新聞）など、受賞歴は数々あ








保存会の後継者育成事業の一環として、2013 年末から 2014 年の 3 月にかけて、数人






























































































越中福岡の菅笠製作技術保存会発行、『福岡町の特産 菅笠づくり』  
日和祐樹 福岡町菅振興対策協議会教育部会発行 2002 年 『福岡町の笠と菅笠』  





















































1979）によると、富山県は獅子舞の豊富な県で、1979 年時点で 1154 か所で獅子舞が
行われていた。これらの獅子舞は、以下のように大きく 5 つに分けられる（図 1）。 
 



















 小野の獅子舞を担っているのは青年団という組織で、この組織については第 2 節で詳
しく述べる。青年団が獅子舞の担い手の中心となっているが、現在は人手不足のため、
青年団以外の人も助っ人として獅子舞を手伝いに来ているので、青年団が獅子舞をすべ
て担っているわけではない。獅子舞における役割と 2014 年の人数構成は、青年団長 1
人、カシラ（写真 1）約 6 人、天狗（写真 2）約 6 人、太鼓（写真 3）約 5 人、笛（写














































だときや、盛り上がってきたときなどに舞われる難しく、長めの舞である。    









写真 3. 囃子方 
（笛：写真左側、太鼓：写真右側） 






れている。青年団のメンバーは現在約 20 人である。そのうち小野に住んでいるのは 8




る青年報恩講というものもあったそうだ。2014 年は、25 歳から 40 歳までと幅広い年
齢の人が獅子舞に参加していた。それだからといって、25 歳からしか青年団に入れな
いのではない。たんに 25 歳より若い人がいないだけである。50 年ほど前は、青年団は









































備段階では、22 人ほど集まっていた。天狗の着付けを 70 代男性 2 人が手伝っていた。
















































































































1 回目の宿は自治会長宅で行われたが、2 回目以降は公民館で行われた（写真 10）。
宿は自治会長の家を合わせて全部で 5 回あった。大体、3～4 時間に一度のペースで、
宿で休憩をしていた。休憩時間はどの宿でも 45 分とされていた。2 回目の宿は、13：
写真 10. 公民館での宿 
104 
 









































































9 月 1 日から本番まで毎日行われた。小野では練習場所と、当日の休憩所のことをとも
に「宿」と呼ぶ。練習場所である「宿」は、青年団員の誰かの家と決まっており、必ず
しも青年団長の家でするわけではなかった。この男性が獅子舞をしていた 60 年ほど前






次は、現在の練習の様子である。今年の練習も 9 月 1 日から毎日行われる予定だった
が、青年団長の都合が合わなかったり、仕事で多くの人が参加できなかったりする日が































































 10 年ほど前までは小野の獅子舞は 9 月 15 日と決まっていた。一度だけひどい豪雨が
きてとても獅子舞ができそうになかったので、開催日を一日ずらして、9 月 16 日にし
たことがあったそうだ。このときは、小野の人から苦情が出て、ハナは例年の半分ほど
しか集まらなかったという。それほど、15 日に開催することが重視されていたのだ。 


























































































































































































































































































































1. 西照寺の概要 13 
 













 時は過ぎ文明 2 年（1470 年）、西照寺の現在地から朝夕に煙が立ち昇っていた。煙が
上った場所には白樺の大樹があり、その根元を掘るとそこから一体の仏像が出現した。
それから城尾台地から現在の場所に寺院が移されたという。またこの煙が大変良い香り

























現在の本堂は大正 3 年（1914 年）に再建されたもので、平成 26 年（2014 年）で 100
年を迎えた。西照寺の歴史は浄土真宗に転派してから 543 年、始祖である小野良実が
小野にたどり着き根を下ろしてから 767 年になる。現在は 30 代目の小野光人さん（34



















































1988 年、今より 37 年前のことである。また西照寺の小野美知子さんが言うには「地蔵
祭りがなくなったのは 30 年くらい前ではないか」とのことであった。 
『福岡町の中世・近世の文化』によると、現在小野集落にある石仏は 4 体である。古



































































写真 1. 仏教婦人会の様子（平成 26 年 7 月 14 日筆者撮影） 
 







信偈」とは真宗の要義大綱を七言 60 行 120 句にまとめたものである。この「正信偈」
は法要の際にはほぼ必ず読まれるお経の一つであり、多くの場合、僧侶だけでなく門徒
も声を出して読誦する。 
私が参加した平成 26 年 7 月 14 日には 7 人の婦人と西照寺の小野さん一家が参加し
ていた。婦人方は皆 50 代以上の方々であった。最初は皆で正信偈のお経を 2，30 分唱
え、それからお茶などを飲んで一息つき、住職が正信偈の中の一句を解説し、その後は
各々が質問、意見交換をおこない、最後は本尊を向いて恩徳讃（讃歌）で締めくくられ
































































































門徒の中には 1 日目、2 日目の両方に参詣する人もあるが、町の門徒にはお斎が出る 1
日目だけ参詣する人が多いようである。献立は 2 日間とも同じである（写真 3）。 


































































は約 50 名の門徒がそれぞれの役割を果たしていた。 
 お取り越し報恩講では各地の門徒一同がお寺に集うが、門徒報恩講では、反対に各門
                                                   
15 現在の五位集落にある淵ヶ谷小学校のこと。2003 年に休校となっている。 
126 
 
























3-3. 親鸞聖人 750 回御遠忌
ご え ん き
 
平成 26 年 5 月 31 日（土）、6 月 1 日（日）、「親鸞聖人 750 回御遠忌」と「西照寺再
建 100 年慶讃」の二つを記念して法要が行われた。親鸞聖人御遠忌は 50 年に一度行わ
れる大きな法要である。1 日目には門徒によるオリジナル曲の合唱、ミュージシャンを
招いての記念コンサートが行われた。2 日目には門徒による勤行法要、講師による講演、







































































































































































































西照寺記念法要実行委員会、2014 年、『宗祖親鸞聖人 750 回御遠忌 西照寺再建 100 年




































































































った」という語りを 80 代の男性から聞くことができた。 
 
 

































































   嫁が生家へ帰ることを「チョウハイ」（朝拝か？）と言い、結婚後初めての里帰
りを「初チョウハイ」と言って二、三日で帰宅したのであるが、その他、次の様な
日数で誰しも共通の日数が与えられたのである。 
    春チョウハイ   一月五、六日頃から十日間位 
    さつき 田植準備 五月上旬 三、四日位 
    田植休塵流し   六月上旬 三、四日間位 
    盆チョウハイ   八月盆後 九月上旬 三週間位 
    暮 チョウハイ  十二月末 生家の報恩講兼ね三、四日位 



















































                                                   





















































































































































































































































































図 1. 沢川の位置 （高岡市生活環境部地域安全課、2012）『たかおかの環境』 
 
  
















町史によれば、1968 年（昭和 43 年）には人口 271 人、70 世帯であった。集落の人
に聞くと、最も多い時で 100 軒ほどの家があったという。1956 年（昭和 31 年）には
沢川に小学校の分校が建てられた。 
現在の人口については『地区別世帯数及び人口集計表』（高岡市生活環境部市民課、2
014）を参照した。これによると、男性 18 名、女性 27 名の計 45 名、世帯数は 29 世帯
となっている。しかし、現地に行くと実際に住んでいる人はその半分以下の 20 人程度
であった。住民票はそのままに、集落の外に暮らす娘や息子の家に身を寄せる人も多い
ようである。住民のほとんどが 70～90 歳くらいの高齢者であり、集落で見かける 70
代以下の人の多くは、山を下りて市街地に暮らしている人であった。分校も 1981 年（昭


































































 また、沢川では 1958 年（昭和 33 年）に大火事があった。集落のお寺を含む 19 世帯、
45 棟が焼失し、火元の幼児一名が焼死した。この火事では、お寺にあった貴重な資料
                                                   

































































































           （Agriknowledge 農機具データベースより） 
 
・田植え 
田植えは 5 月 20 日頃行われた。田植えの前日に男がワクコロガシを行う。枠とは、
長さ 2～3 メートルの六角柱の形状のもので、これを田んぼに転がし等間隔の跡をつけ
る。田植えの時はそのあとを目安に苗を植えた。 




に 10～20 株入れ、前進しながら植えた。 








































の物語』（岩崎照栄、平成 11 年、pp.324）も参考に、以下に記す。 
ハサ木と呼ばれる縦の支柱を地面に垂直に立てる。ハサ木には栗の木を使い 2 メート
ルくらいの間隔で 15、6 本立てる。下から 1 メートルくらいの高さに横木として唐竹



















































と一週間から 10 日になった。初雪が降るとその日から 2 月 10 日前後まで馬の行き来




























































成 7 年）頃から話があがるようになったと聞いた。その後、1999 年頃に地域の負担金












結成当初の人数は 16 人で最年長者の方は 55 歳だった。現在は 18 人であり 最年長















8 町、てんたかくが 7 町、新大正もちが 6 反ほどだということである。収穫量は年間お








やるようになった。今は、平日はほぼ決まった 4 人が作業に出ている。その 4 人はすで
に会社を退職した人たちであり、雨の日以外はほぼ田んぼに出てきて作業をしていると









































































































































































齋藤 経史、大橋 弘、西村清彦、2010 年、「集落営農が稲作の生産および費用に与える
影響－大規模稲作経営のシミュレーション分析－」（http://www.rieti.go.jp/jp/publicati
ons/dp/10j009.pdf；2014 年 12 年 26 閲覧） 
高岡市環境部地域安全課、2012、「たかおかの環境」（http://www.city.takaoka.toyama.





「平成 26 年 11 月 30 日現在 地区別世帯数及び人口集計表」（http://www.city.takaok









































 「食の町おこし」でまず連想したものは、B 級グルメであった。B 級グルメが大ヒッ
トしたことによる町おこしの成功例を耳にしたことがあったからだ。そこで、高岡市に
おける B 級グルメの町おこしはどのようなものがあるのか、また、成功する B 級グル
メとはどのようなものであるのか、という問いを立てて調査を開始した。 
調査方法としては、高岡駅構内、駅前商店街、老舗グルメやＢ級グルメの店舗を訪れ
て聞き取り調査を行った。また、2014 年 8 月 24 日の「第 4 回 T-1 グランプリ」、9 月









の料理のことである。昭和 60 年（1985 年）に、フリーライターの田沢竜次が雑誌『angle』
に連載した記事を元に刊行した、『東京グルメ通信 B 級グルメの逆襲』（主婦と生活社）









れた「開発型」の 2 種類がある。B 級ご当地グルメに注目が集まった原因といえるのが
「ご当地グルメでまちおこしの祭典！B-1 グランプリ」（通称「B-1 グランプリ」）であ




食べ物を売ることを目的としたグルメイベントではなかった。しかし、B-1 の B を「B
級グルメ」と勘違いしたり、強引に結びつけたりされることが増えたのだ。（出典：「ご
当地グルメでまちおこしの祭典！B-1 グランプリ公式サイト」） 
 第 1 回B-1 グランプリは、平成 18 年（2006 年）2 月に青森県八戸市で開催され、毎




表 1 にあるように、B-1 グランプリは今や全国区の大きな食のイベントになったとい
える。そして B-1 グランプリに続いて、各地で様々な食のイベントが開催されるように
なった。 
表 1. B-1 グランプリ これまでの大会について（ウェブサイト「ご当地グルメでまち
おこしの祭典！B-1 グランプリ公式サイト」を参考に筆者作成） 





















2009/9/19,20 26 267,000人 横手やきそばサンライ’S 
                                                   





























B-1 グランプリ第 1 回・第 2 回大会で優勝した、富士宮やきそば学会の「富士宮やきそ
ば」を紹介したい。富士宮やきそばは、ご当地Ｂ級グルメブームの火付け役ともいえる
グルメである。Ｂ－１グランプリでの優勝もあいまって、富士宮やきそばを市外から食
べに訪れる観光客は、年間 70 万人を超えるまでになった。2001 年～2007 年の 6 年間












り、③地域活性化を推進する組織力、の 3 つに分類している（表 2）。 
 
                                                   
19田中章雄 2008 年 『事例で学ぶ！地域ブランドの成功法則 33』 光文社 p76-98 
20佐藤茂幸 2011 年 『「食」による地域活性化に関する研究―山梨県大月市の郷土料理を事




表 2. B 級グルメによる地域活性化の成功要因（先行研究「「食」による地域活性化に
関する研究―山梨県大月市の郷土料理を事例として」を参照） 


































2-1. B 級グルメと老舗グルメ 








フトの 2 つを、B 級グルメからは、高岡コロッケ・グリーンラーメン・昆布スイーツ・




る。創業は昭和 24 年（1949 年）で、現在 2 代目である。皮が硬くカリカリしているの
が特徴で、小豆も硬めに粒を残してあり、尾の方はお口直しとして食べてもらうよう、
あんこを入れていないという工夫をしている。通常のたい焼きと違って、人形焼のよう
に 1 つ 1 つ丁寧に焼いている。また、販売しているのはたい焼きのみで、昔は配達も行





写真 1. 宮田のたい焼き（ウェブサイト「食べログ」より） 
  
2 つ目は、まじまの 10 段ソフトである。これは、創業 40 年の「ショップまじま」と
いう駄菓子屋で販売されている。なお、この「まじまの 10 段ソフト」というネーミン















































写真 3. ブラックコロッケ   写真 4. ホワイトコロッケ 































2014 年現在、高岡市内の飲食店 5 店舗でそれぞれオリジナルのグリーンラーメンを




























にあやかって、平成 24 年（2012 年）に始められた。総務省の家計調査によると、富山
県の 1 世帯当たりの昆布の消費額は、調査開始から 2012 年まで 53 年間 1 位を維持し
ていたほどである 21。（出典：統計局ホームページ）このことから、富山県に昆布文化
が深く浸透していることがわかる。 






⑤価格が 1500 円以内であること（ウェブサイト「高岡昆布百選」より） 
この定義に従って、高岡市内の飲食店ではオリジナルの昆布飯を売り出している。例







写真 6. 高岡昆布飯定食 
（ウェブサイト「高岡昆布百選 高岡昆布飯・高岡昆布スイーツ」より） 
                                                   




















写真 7. 高岡昆布ジェラート    写真 8. 高岡昆布愛彩弁当 






























































図 1. ととまるマップ（ウェブサイト「飲食店経営サポートとやま」より） 
 
小中学校給食への導入は、平成 26 年（2014 年）5 月に開始された。現在、高岡市内







ん☆」が流れるという PR もされている。 









2-7. 老舗グルメと B 級グルメの比較 
 これまで紹介してきた、老舗グルメと B 級グルメを比較してみたい（表 3）。 
 
表 3. 老舗グルメと B 級グルメの比較 
 老舗グルメ B 級グルメ 
宣伝活動 行っていない 精力的に行っている 
創業してからの期間 長い 短い 
浸透地域 狭い（市内） 広い（県内外） 
提供店舗 1 店舗 市内多店舗 
地元の認知度・浸透度 高い 低い 
 
























表 4. ととまるのイベント入賞実績 
 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 
T-1 グランプリ 準優勝 準優勝 優勝 準優勝 
食の祭典 in ぎふ郡上 3 位 準優勝 優勝  





あるのか。これらの疑問を解決すべく、2014 年の「T-1 グランプリ」と「食の祭典 in
ぎふ郡上」にととまるのボランティアとして参加し、販売する立場から調査を行った。 
 
3-2. T-1 グランプリ 
 
イベント概要 
私が参加した 1 つ目のイベントは、8 月 24 日（日）に富山県総合運動公園陸上競技
場で開催された、「第 4回 T-1グランプリ～県内の 10 市町のご当地グルメ大集結！～」
である。T－1 グランプリの「T」とは、富山の頭文字からきている。また、T-1 グラン
プリはカターレ富山が設定した「市町村サンクスデー」の中の、「ホームタウンデー」














写真 10. T-1 グランプリの会場の様子 
（ウェブサイト「高岡流お好み焼きととまる まちおこし委員会ブログ」より） 
 
T-1 グランプリの開催は今年で 4 回目である。これまでの結果は、表 5 にある通りだ。 
 
























このように、ととまるは第 1 回・第 2 回と惜しくも準優勝に終わっており、昨年悲願










表 6. 2014 年 T－1 グランプリ出展グルメ（50 音順） 












































































































写真 11. ブースの外観（写真 11～13 筆者撮影） 
 
 




















ーしており、結果は 703 位であった 22。富山県のマスコットキャラクターの中で 100
位以内に入ったのは、28 位に「ジャンボ～ル三世（入善町）」（写真 16）、66 位に「メ
ルギューくん・メルモモちゃん（小矢部市）」（写真 17）、99 位に「キラリン（滑川市）」





                                                   
22総エントリー数 1699 体（ご当地ゆるキャラ：1168 体、企業ゆるキャラ 531 体） 
184 
 
       
写真 15. ととまるちゃん（筆者撮影） 写真 16. ジャンボ～ル 3 世（筆者撮影） 
          

























3-3. 第 6 回食の祭典 in ぎふ郡上 2014 
イベント概要 
 2 つ目に参加したイベントは、9 月 20 日（土）・21 日（日）に岐阜県郡上市の郡上市









表 7 食の祭典 in ぎふ郡上 2014 出展グルメ（50 音順） 
【東海北陸自動車道沿線部門】 
市町村名 商品名 出展団体名 価格 
愛知県 
一宮市 いちのみやサンド 一宮モーニング協議会 400 円 
富山県 







南砺市 なんなんまぶまぶ ゆたかーず 400 円 
岐阜県 
各務原市 豚キムチ焼きそば キムチ日本一の都市研究会 400 円 














高山市 ピッツァ・フリット （株）ポテンシャル農業研究会 400 円 
富加町 黒米五平餅 半布里
は に ゅ う り
道場 300 円 







 400 円 
美濃加茂市 美濃加茂やきそば 美濃加茂やきそば復刻会 300 円 
 
【郡上市内部門】 
商品名 出店団体名 価格 
あゆ幸楽 郡上鮎の朴葉ずし普及会 400 円 
インドカレー＆ジビエ（鹿肉入り） 郡上調理師会和良支部 300 円 
郡上鮎にゅうめん 郡上調理師会白鳥支部 300 円 
米粉クレープ 郡上調理師会大和支部 400 円 




























写真 19. 行列最後尾からの様子（筆者撮影） 写真 20. 焼き場の様子（筆者撮影） 
 
 












 ととまるは、1 日 600 食ずつ 1200 食見込みで準備していたが、初日だけで 755 食が
売れた。そこで、2 日目にイカまるデラックス 300 食、イカまる・トビまるを 50 食ず
つ追加したところ、2 日目は 845 食が売れ、2 日間合計で 1600 食を販売した。このイ



























































































































を事例として』、日本経営診断学会論集 11 p110-116 
田沢竜次 、1985 年、『東京グルメ通信 B 級グルメの逆襲』、主婦と生活社 




（http://www.insapo.com/；2014 年 11 月 25 日閲覧） 
「ご当地グルメでまちおこしの祭典！B-1 グランプリ公式サイト」
（http://b-1grandprix.com/；2014 年 12 月 6 日閲覧） 
「高岡グリーンラーメン」 
（http://takaoka-greenproducts.co.jp/；2014 年 11 月 20 日閲覧） 
「高岡コロッケ～夢は揚げたて！」 
（http://www.taka-coro.com/；2014 年 11 月 20 日閲覧） 
「高岡昆布百選」 
（http://www.takaoka-konbu.net/；2014 年 12 月 6 日閲覧） 
「食べログ」 
（http://tabelog.com/toyama/A1604/A160401/16003954/；2014 年 11 月 20 日閲覧） 
「統計局ホームページ」 
（http://www.stat.go.jp/data/kakei/index.htm；2014 年 11 月 20 日閲覧） 
「町屋 Café ASIAN えいじあん」 
（http://asian.dqs103.com/；2014 年 11 月 20 日閲覧） 
「ゆるキャラグランプリ オフィシャルウェブサイト」 





















片原町商店街の 4 つからなる商店街のことである（図 1）。 
 
 




   










営旅館）を建設（ただし約 100 年で使用停止） 
1615(元和元) 町民の足止めを布令。城下町から商工の町へ（廃城により城下町
がなくなると、残った城の濠・塁を役に立てられないため） 




1904(明治 37) 末広町に商店が現れる。 
1927(昭和 2) 駅前の大木、七本杉の伐採 
1929(昭和 4) 光慶寺、庫裡を移転 
1930(昭和 5) 高岡市初、30 基の鈴蘭灯（街灯）の設置 
1951(昭和 26) 高岡市商店街連盟 結成 
1959(昭和 34) 高岡駅前広場を拡張 
1966(昭和 41) 高岡駅改築 































































写真 3. まつり当日の末広通り 























































図 2. かつての七夕まつりの範囲（google マップより作成） 
 


















































































































まつりは今も昔も、8 月 1 日から 7 日にかけての 1 週間行われる。まつりの飾りつけ
や屋台などメインは末広通りであり、ついで御旅屋通りにも七夕の飾りつけがなされる。
七夕に使われる竹は、小さいもので高さ 5，6 メートル、大きいものは 15，16 メート
ルほどもあり、それぞれに赤い提灯とカラフルな短冊、さらに吹流しなど、各々趣向を






                                                   






ベントは土日を含む 3，4 日間に集中して行われる。今年は 8 月 2 日と 3 日が土日であ
ったため、イベントも一週間のうちの初めの 1 日から 4 日の 4 日間に集中していた。




















写真 4. 願い短冊の杜 外から（昼）   写真 5. 願い短冊の杜 中から（夜） 
 






計約 2 万枚の、願い事の書かれた短冊が飾られたものである。この短冊は 6 月上旬に配












年は 7 月 26 日と 27 日）。飾り付けが終わった竹は、願い短冊の杜を組み立てる日まで、
しばし保管される。 
7 月 30、31 日に竹を保管場から運んでくる。高岡駅前とウィングウィング広場に、 







たのだが、今年 6 年ぶりに復活したものだという（写真 6）。 
 







所メンバーという、かなり広い方面から集められた 800 枚以上と、空短冊 200 枚足ら












のすべてを回収し終わるころには 11 時前になっていた。業者の方 2 名ほどが電飾の回
収作業を行っていたが、今日の仕事を終えた青年部の人々はその場で缶ビールで打ち上
げの乾杯をしていた。 
























般からも募集して飾り付けてもらおう」という趣旨のイベントで、2014 年が 3 年目で
ある。  
 マイ七夕のために準備する竹は 40～50 本である。今年はほぼぴったりの申し込み数
であったとのこと。私も参加することにした。以下、その日の様子を記す。 
 マイ七夕の飾りつけは 7 月 27 日に行われた。実行委員会は午前 10:30 に集合する。
それとは別に、当日ボランティアで、マイ七夕の飾りつけと配置の手伝いをする人々が
いる。この日は中学生と高校生が約 20 名、大学生 10 名弱、中高年の方が若干名の計
40 名ほどで、彼らは、実行委員の人から仕事の説明を受けるため午前 11:00 に集合す
る。すべての仕事が終わって解散するのは午後 5 時ごろの予定である。 
 ササは申込 1 団体ごとに 1 本ずつ配られる。飾り付け参加者は午後 1 時に御旅屋通
りの＠パーク（アットパーク）に集合し、各自ササに、実行委員会から事前に配布され
た 5 色の短冊 100 枚に願い事を書いたものと、それぞれ持参した七夕飾りを自由に飾
り付ける。飾り付けが終わり次第、各自解散となる。 
 七夕 1 本の飾り付けにつき 1 人～30 人と、申込人数の幅は広く、参加者は個人、店、 
団体、学校など様々である。七夕の飾りつけには、参加者グループの人数の多少にかか 
わらず、ボランティア学生が手伝いと説明のために待機している。 
   
写真 7. 配布前の竹       写真 8. 飾り付けた筆者のグループの竹 
 





ていた。私の実家がある大阪でも 7 月 7 日の七夕の季節には七夕の飾りつけをしたもの 























さのある竹に、それだけ派手な飾りがわんさか付いているのである。1 本 1 本の重さは


















   
写真 9. 七夕の運搬（6 人がかり）    写真 10. 七夕の設置（4 人がかり） 
  
 ところでこのボランティアをしてくれていた学生の一部は志貴野高校の生徒で、私の











通りの片側(写真 11)と、御旅屋通りの片側(写真 12)である。このあとの、8 月 1 日まで




   
写真 11. マイ七夕（末広通り）     写真 12. マイ七夕（御旅屋通り） 
 
3-3. 七夕の設置 












































表 2. 2014 年 高岡七夕まつりの日程（抜粋） 
8 月 1～3 日 オタヤ通りフリーマーケット 
8 月 1～4 日 ウイングウイング前広場「ビアガーデン」 
8 月 1～7 日 ウイングウイング前広場「願い短冊の杜」、 
オタヤ通り・クルン高岡・地下街・イオンモール高岡「願い短冊コーナ
ー」、 駅構内「手作り行灯展示」 
8 月 2～3 日 末広通り・午後 5:00～8:45「歩行者天国」 
ウイングウイング高岡・クルン地下街「ホーウルウルの森＆ショップ」 
 
8 月 1 日。高岡の駅前などにも特に「七夕まつり」を宣伝するポスターの掲示はなく、
午後 3 時前から末広通りに屋台が設置され始めたが、まだまだ日のあるうちは人通りも
まばらであった。 




ったように思う。午後 6 時 30 分から始まったこのオープニングは、午後 8 時 10 分に
終了した。 









2 日目の 8 月 2 日、イベントとしては、のど自慢大会やストリートバスケットなどが







 一方、ホーウルウルの森はウイングウイングビルの 1 階にも開店しており、午後いっ
ぱい客の呼び込みをしていた。店は昼過ぎからやっていたが、お客が増え始めたのはや
はり夜であった。午後 8 時に閉店の予定であったが、思いのほかお客が引かないため、

































































   
写真 15. 提灯の取り外し作業                写真 16. 積み込み作業 
 































































































































































（http://yado-toyama.jp/asagohan/?tid=100074；2015 年 1 月 30 日） 
「高岡市 観光ポータルサイト」 




























て、格子を付けた町屋が連なる町並みである（写真 1、図 1）。 
 




図 1. 金屋町の位置（丸囲みは御印祭で使用される場所) 















鋳物師たちは、河内（現在の大阪府堺市）から慶長 16 年（1611）に 7 人呼ばれた。











 金屋町は、かつては、古町、上町、中町、本町、東町、西町、宮川町の 7 町で構成さ





写真 2. 御輿の順路と旧町の位置（『高岡鋳物発祥の地・金屋町 御印祭』 2014 年 6











表 1. 金屋町の人口 （平成 25 年 3 月 31 日時点） 
世帯数(戸) 男(人) 女(人) 合計(人) 
188 253 297 550 
高岡市統計書 人口  
（http://www.city.takaoka.toyama.jp/kocho/shise/toke/tokesho/documents/251.pdf；









地・金屋町 御印祭』（2014 年 6 月 19 日・20 日に行われた御印祭のパンフレット）に
依拠し、記述する。 



























































 御印祭の運営は、御印祭実行委員会がおこなっている。かつて金屋町が 7 町でそれぞ









印祭実行委員会が平成 19 年（2007）に作られた。 




















3. 平成 26 年（2014）の御印祭 
 
3-1.  練習の様子 




奉納踊りは、6 月 19 日の前夜祭でも踊るが、6 月 20 日の本祭でも前田利長墓所、金屋
緑地公園にある高岡鋳物発祥地の記念碑の前でも踊るため、重要なものである。2014
年の御印祭で奉納踊りを踊る子どもは、男の子 4 人、女の子 5 人と、計 9 人いた。練




岡総合健診センター)の駐車場で 2 時間ほどおこなわれた。こちらは、大人が 8 人ほど
参加していた。富山大学芸術文化学部の生徒も 3 人参加していた（写真 3）。 
 
 







写真 4. 民友会の方たちの練習の様子 
 
この日は、金屋町公民館で行われていた太鼓の練習を見学することもできた。時間は









 また、この日も、前日と同じ場所で町流しの練習が 2 時間ほど行われていた。前日と
同じく、富山大学芸術文化学部の生徒も練習に参加していた。 
 
3-2. 前夜祭(6 月 19 日)の様子 




表 2. 前夜祭進行予定 
時間 活動 場所 
18:00~18:30 神輿のお迎えの儀 有礒正八幡宮 
18:30~19:00 御印太鼓 金屋緑地公園 
19:00~19:10 宵宮の儀 金屋町公民館 
19:10~20 奉納踊り 金屋町公民館 
19:20~21:30 前夜祭踊り(町流し) 有礒正八幡宮～金屋町石畳
通り 






写真 5. 神輿お迎えの儀 有礒正八幡宮からお神輿を運び出す様子 1(左) 














 その後、19 時 10 分から 19 時 25 分ごろまで、金屋町公民館前で奉納踊りが行われ
た（写真 8）。奉納踊りは、19 日の金屋町公民館前での奉納踊り、20 日の前田利長墓所
での墓前奉納踊り、金屋緑地公園での奉納踊りと、2 日で計 3 回行われる。男の子は竹
の棒を持ち法被を着ており、女の子は豆絞りを持ってピンクの着物を着ていた（写真 9）。 
 
写真 8. 竹の棒を持ち法被を着る男の子たち（左） 
写真 9. 金屋町公民館前での奉納踊り（右） 
225 
 
町流しは、19 時 20 分ごろに始まった。前夜祭踊りの列は非常に長かった。以下の写
真 10 の有礒正八幡宮から終点まで続く点線矢印が町流しの順路となっている。 
    








写真 11. 町流しの様子 
226 
 
 町流しに参加した外部の団体は以下の通りであった（表 3）。町流しをした 18 の団体
のうち 8 つは地域の保育園から大学までの生徒で、特に小学生からなる。表 3 の数字で
興味深いのは、6 つの学校の生徒の合計数が約 400 人であり、町流し踊り参加者全体の
3 分の 1 以上を占めており、外部からの参加者の約半分を占めていることだ。 
 


















扇流 寿々蘭会 29 
うしお新舞踊研究会 74 
 計 903 
 











表 4. 舞台踊りに参加した団体と踊りの時間 





おおよそ 45 分 
8 分 金屋町児童クラブ奉納踊りメンバー 
8 分 弥栄節保存会ヤッホーの会 
6 分 民友会 
5 分 薫会 
6 分 豊笑会 
6 分 うしお新舞踊研究会 
6 分 華の会 




おおよそ 37 分 
6 分 民友会 
5 分 薫会 
6 分 豊笑会 
6 分 うしお新舞踊研究会 
6 分 華の会 
8 分 弥栄節保存会ヤッホーの会 
21:00 終演予定 










3-3. 御印祭当日（6 月 20 日)の様子 




表 5. 御印祭当日の進行予定 
時間 活動 場所 
11:00~ 祭典 金屋町公民館 
16:00~ 墓前奉納踊り 前田利長墓所 
17:00~ 奉納踊り 金屋町緑地公園 
17:00~ 子ども町流し踊り 金屋町各町内 









写真 13. 金屋町公民館での祭典の様子（左） 
写真 14. 前田利長墓所前での奉納踊り（右） 
 









写真 15. 子ども町流しの様子（左） 



























のは 10 年ほど前からで、20 年前は地元だけでやっていた。祭りにやってくる人が増え
てきたせいで、6 年程前から参加団体は招待制で招くようにして、数を制限し、増やさ






























































































































































開町四〇〇年記念誌 鋳物のまち・金屋』（2011 年 9 月） 





























写真 1-2. 高岡の企業で作られている梵鐘・古城公園にある銅像 
 
                                                   
30 『高岡銅器史』 責任編集、養田実 定塚武敏 発行者、高岡銅器協同組合 





田利長が城を築き、高岡と命名して入城し、城下町を造成した慶長 14 年（1609 年）と
される。利長が高岡開町にあたって近郷砺波郡西部金屋（現在の高岡市戸出西部金屋）
















展して受賞し、技術向上と販路の拡大につながった。しかし、明治 16 年（1883 年）に


















































































































































































































写真 14-15. 平和合金鋳造所・製作した馬の像 
 
3-4. 高岡銅器団地協同組合 






























































北日本新聞社、1991 年 6 月 26 日、『高岡銅器 熱き心の系譜』 







































科の設置が実現した。具体的には、2003 年 11 月に国の構造改革特別区域計画・第 4
次提案募集に応募し、2005 年に小学校 3 校、中学校 1 校をモデル校として試験的に実









表 1 高岡市の年間授業時数 
（変更点のみ、下段は標準からの増減） 
 「ものづくり・デザイン科」は、小学 5・6 年生、中学 1 年生を対象にしており、小
学校・中学校とも年間 35 時間、週 1 時間程度で実施されている。 


































   新設教科 
   
 
小 5 40 45 35 
-10 -25 +35 
小 6 40 45 35 
-10 -25 +35 













特別支援学校の教員を対象に、2005 年度から 2012 年度までの 8 年計画の研修を実施










 この研修は先程も述べたように、当初 8 年間の計画であったが、もう一度受けたいと
いう要望が多いこと、また新規採用や他郡市から来る教員の受け皿としての役割も兼ね、
2013 年度以降も継続して行われている。この研修は職人の方々が直接教員に指導する





 「ものづくり・デザイン科」には、年間約 1,800 万～2,000 万円の予算が計上されて
いる。2011 年度の内訳は大きく以下の 4 つに分けられる。 
① 児童生徒たちの製作する作品の原材料費 


































写真 1（左）.高岡市美術館（ウェブサイト「高岡市美術館 Wikipedia」より） 
写真 2（右）.地場産業センター（ウェブサイト「高岡地域地場産業センター」より） 














































し、最初の 1 時限を 1 組が、後の 1 時限を 2 組が行うという構成であった。ただし、
第 3 回の見学時は簡単な作業で早く終わるということだったので、1 時限を 2 クラスで
行っていた。 





2-1. 博労小学校における「ものづくり・デザイン科」の授業（第 1 回見学） 








































写真 5. 図案のアドバイスをする武蔵川さん 写真 6. 図案の確認をする生徒 




















2-2. 博労小学校における「ものづくり・デザイン科」の授業（第 2 回見学） 
























































2-3. 博労小学校における「ものづくり・デザイン科」の授業（第 3 回見学） 







 この日の作業はとても簡単なもので、1 人 2～3 分で終わるらしく、流れ作業で行わ


























さんが作業台にある時計の板を 1 枚 1 枚見直し、できていないものをやり直してあげて
いた。この日の作業で、見学は終了した。 
  
   
 
 
写真 14. コテをあてる武蔵川さん 写真 15. 毛彫りをする武蔵川さん 



















の育成スクールに週 1 回の頻度で通い学んだ。1988 年に現在の工房を設立し、義則さ
んが代表取締役となった。 
現在は、義則さんの三男である剛嗣さんもこの工房で働いており、「ものづくり・デ






































































































































































































戸（同 12.8%）に増加している（旧高岡市）。特にまちなか区域の空き家は平成 10 年の














現在日本において、空き家は増加している。5 年に 1 度行われる総務省の「土地・統
































では 30 代以上の本町の住民に聞き取り調査を行った。 
 











3-2. 40 代から 50 代 















 80 代の男性は「一人暮らしをしているが、私の子たちが 1 週間に１度ほど来るが、
私が亡くなったら私の住んでいるこの家はおそらく空き家になってしまうだろう。空き































































































 本町には、1935 年に建てられた延べ床面積が約 600 平方メートルの小杉邸という邸






























































   
写真 3. 第二回空き家蚤の市 出品された食器類（左） 
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